
まちからのお知らせ、生活に関する制度について

比較的軽度の副反応は、一定の頻度で起こることが知られています
ワクチン接種後に見られる主な副反応としては、発熱や接種した部位の痛み・腫れ、注射の痛み・恐怖・

興奮などをきっかけとした失神があります。

発生頻度 ワクチン：サーバリックス ワクチン：ガーダシル

50％以上 注射部の痛み、発赤、腫れ、疲労感 注射部の痛み

10～50％未満 痒み、腹痛、筋痛、関節痛、頭痛　等 注射部の腫れ、紅斑

１～10％未満 じん麻疹、めまい、発熱　等 注射部の痒み、出血、不快感、頭痛、発熱

１％未満 注射部の知覚異常、しびれ感、全身の脱力 注射部の硬結、手足の痛み、筋肉のこわば
り、腹痛、下痢

頻度不明 手足の痛み、失神、リンパ節の炎症　等 疲労、倦怠感、失神、筋痛、関節痛、嘔吐等

　※平成25年６月時点の添付文書に基づく。

まれに重い副反応もあります
副反応については、接種との因果関係を問わず、報告を集め、定期的に専門家が分析・評価しています。

現在、因果関係は不明ながら、持続的な痛みを訴える重篤な副反応が報告されており、その発生頻度等につ
いて調査中です。なお、これまでに報告のあったその他の重い副反応については、以下のとおりです。

病気の名前 主な症状 報告頻度（注１）

アナフィラキシー 呼吸困難、じん麻疹などを症状とする重いアレルギー 約96万接種に１回

ギラン・バレー症候群 両手・両足の力の入りにくさなどを症状とする末梢神経
の病気 約430万接種に１回

急性散在性脳脊髄炎
（ADEM)

頭痛、嘔吐、意識の低下などを症状とする脳などの神経
の病気 約430万接種に１回

（注１）上記は平成25年３月末時点で専門家による評価を経た数値です。
　※これらの報告には、ワクチン接種と関係がないと思われる報告も含まれます。

ワクチン接種後に体調の変化があった場合には、すぐに医師に相談してください
　注射針を刺した直後から、強い痛みやしびれなどが生じた場合は、すぐに申し出てください。
　また、ワクチン接種後に、注射による痛みなどをきっかけとして失神することもありますので、接種後30
分程度は、イスに座るなどして様子を見るようにしてください。
　予防接種当日は、激しい運動や入浴は避け、接種部位を清潔に保ち、体調管理をしっかり行ってください。

副反応により、医療機関での治療が必要になった場合には、お住まいの市区町村
の予防接種担当課へご相談ください
　副反応によって、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障害が残るなどの健康被
害が生じる場合には、法律に基づく救済が受けられます。
　 ※救済を受けるには、健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因によるものかを、専
門家からなる国の審議会で審議し、認定される必要があります。

　●　厚生労働省ホームページで、子宮頸がん予防ワクチンに関する情報をご案内しています。
　　　　　http://www.mhlw.go.jp\bunya/kenkou-kekkaku-kansenshou28/
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問

ワクチン接種後の注意

子宮頸がん予防ワクチンの接種についてのリスク
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